
■評価表（書式C）

■環境・設備デザイン評価表《評価の手順》 20170801改訂

【目的】 評価は作品の優劣を判定することではなく、総合的な観点から自ら作品を評価し、そのデザイン意図をより
明確にしていくことを目的としています。記載されたデザイン意図は審査する上で考慮されます。

【手順】 ①特に重視したデザインの視点に☆印を記入してください。
②評価項目毎に設計者のデザイン意図を記入し、全ての項目について評価してください。
③評価項目毎に自己評価欄に"○"を記してください。本表では、仮の評価が記載してありますが無視してください。

○ 2

02調和性 ☆ ○ 2
Ａ.感性軸
（造形）

Form

01審美感 ☆

○ 2

04象徴性 ○ 2

03独創性 ☆

2

07効率性 ☆ ○ 2

○ 2

06機能性 ☆ ○

05完成度 ☆

Ｃ.社会軸
（環境）

Environment

11環境負荷 ☆ ○ 2

10先導性 ☆ ○

Ｂ.機能軸
（技術）

Technology

○ 2

13地域環境性 ☆ ○ 2

12資源消費 ☆

1

1

15先進性 ☆ ○ 2

14ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性 ○シンプルな木架構によるグリッド構成と光、風、水、熱などの自然環境を積極的に室内に取
り入れた建築は、人間が使う建物として普遍的な価値がある。

○ 2

○ 2

17ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ

16ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ ☆

内装はグレー＆シルバー系のインテリアで統一することで、ダブルティンバーの木造フレー
ムが浮かび上がる意匠としている。
2階建てかつ外装材に板金を持ちいることで、周辺の住宅環境に馴染むオフィスとした。ま
た、周辺の藻岩山と豊平川の植生を参照したランドスケープを展開している。
外装の中空ポリカーボネートから柔らかく内部の木造フレームが透けて見え、夜になると雪
洞のように柔らかい光が住宅街を照らしている。
周辺住宅の断熱性の高い不透明な外装材とは異なり、温熱入れ子構成のプランとすること
で、軽快な半透明のポリカーボネートが印象的なファサードを形成している。
住宅用の木造フレームと農業によく使われるポリカーボネートを新しくオフィスに展開して
いるが、どこか北海道らしさを纏った普遍性も感じられることを意図した。
コアワークを行う執務スペースに加え、多目的に利用できる共創スペース等を用意すること
で、多様な人材の受け皿を構築できている。

09安全性

08利便性

Ｄ.経済軸
（LCC）

Life Cycle Cost
19耐久性

ダブルティンバーの開発は、道内完結のサプライチェーンを構築し、北海道の森林サイクル
の促進に大きく貢献している。

2

評価項目に対する設計者のデザイン意図評価項目 ０ ＋１ ＋２ 小計

○ 2

20ＬＣＣ ☆ ○

2

18維持管理

☆

亜寒帯気候では一般的に外部に閉じることで省エネ建築となるが、今回はこれだけ外部に開
きながらも、ZEB-Readyを獲得。外皮の新しい考え方を提案している。
北海道の木材のサプライチェーンまでを考えて構造デザインを行っているため、コストを抑
えることに成功している。外装材も北海道で安価に普及している板金を採用。
実績ベースでZEB Readyを達成。また熱源・空調に利用した地下水はトイレ洗浄水として利
用することで、水道代も大幅に削減している。
外装は基本的にノーメンテナンスの材料を採用。外構植栽についても、宿根草を植えること
で毎年雪どけから育つ樹種を選択、管理しやすいランドスケープとしている。
外装材は厳しい亜寒帯気候に対しても耐久性・耐候性の高い、ガルバリウム鋼板とポリカー
ボネートを採用している。

地域特性に応じた省エネルギー化によりLCCを削減している。

地域に豊富な地下水を用いた熱源・空調システムとすることで、寒冷地でありながら効率的
な運用を行っている。
3.64ｍ×4.56ｍのシンプルなスモールグリッドはオフィスレイアウトに適しているだけでは
なく、店舗や宿泊施設、集合住宅など汎用性が高い構造体となっている。
安定的な環境と自然に近い微気候空間が室内に共存し、外部の四季、天候、時間の変化に
よって場所を選択できることが、ウェルネスな働き方を高めている。
北海道の亜寒帯気候では、温熱環境的に非常に難しい中間領域を温熱入れ子構成とシミュ
レーションによる検証で実現させ、新しい縁側空間を提示している。
地域特性に応じたパッシブ・アクティブ技術を盛り込み、基準一次エネルギー消費量の50%
以上の削減(ZEB Ready)を達成した。
構造体や仕上材の廃材極小化及びダウンサイクル利用、CLT端材リサイクルよる階段利用、
廃材・端材によるアップサイクル家具などサーキュラーエコノミーを試みた。

○

2

○ 2

○
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D. 経済軸 A. 感性軸

C. 社会軸 B. 機能軸

40 ～ 50 年サイクル
（伐採後は異なる樹種を植える）

道 内 木 材  /  カ ラ マ ツ 丸 太 道 内 製 材 所  /  デ ジ フ ァ ブ 加 工

道 内 伐 採 地 植 樹  /  ト ド マ ツ 苗 道 内 協 力 会 社  /  ダ ブ ル テ ィ ン バ ー
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コンクリート工事 鉄筋工事 鉄骨工事その他躯体工事（木造）

基準値

基準案（S 造）

（炭素貯蔵考慮なし）

本建物（W 造）

設計値 実績値（運用 1 年目）

2 階床スラブで使用した CLT の端材を有効
活用し、階段を製作。

市場から弾かれた端切れ木板を組み合わせ
てアップサイクルした。

大きな節や傷により、不良品となった木板
を漆喰で埋めてアップサイクルした。

風により、森のゴミとなる倒木をデジタル
技術にてアップサイクルした。

風向：北北西風向：北北西 風向：南東風向：南東

現場で発生した構造合板の端材を型枠と
してダウンサイクルした。

サイン壁CLT 階段 ゲンボクベンチ キンツギテーブル パッチワークテーブル

ワークエンゲージメント

■コアタイムの室温・MRT 発生頻度 ■共創スペースの熱画像

ダウンサイクルリサイクル アップサイクル

□ 120 の柱を二重配置し、これを束ねるように二列梁を添わせ、
直行方向は二重柱を通る二段梁で二列梁を挟み込む仕口構成と
している。個材の負担荷重を分散させることで、非住宅建築に
おいても一般流通材のみでの架構構成を可能とした。

ダブルティンバー ® により全ての工程を道内にすることができ
た。本架構システムを展開することで、道内ステークホルダー
の連携で完結する非住宅木造の普及に挑戦し、地産地消と森林
サイクルへの貢献を図っている。
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(�層�プライ)
二列梁

二段梁
二重柱

二重筋交い

道内原料で製造・消費された建材
本州からの移入製品
海外からの輸入製品
輸入原料で道内製造
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パルプ用
その他

平成��年度　北海道木材需給実績（北海道水産林務部）
木材需給情報　平成��年�月分確報（北海道水産林務部）
平成��年　木材需給報告書（農水省）

魚箱 �％

その他 �％

その他
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梱包・仕組板
��％

仮設用
資材��％

羽柄角類
��％
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板類
�％

構造材
��％

集成材原板 ��％

梱包・仕組板　��％ パレット  ��％

産業用資材 ��%建築用材 �%

産業用資材 ��%建築用材 ��%
パレット �％集成材原板 �％

道産材の利用状況 _ 建築用材活用が進まない道産木材

■二重柱梁によるダブルティンバー ®

■設備と木の調和

■道内完結のサプライチェーン

■エンボディドカーボン試算

道内建築用材の自給率
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�：いつも利用する
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1：全く利用しない (0 日 )
2：あまり利用しない ( 月に 1 ～ 2 日程度 )
3：たまに利用する ( 週に 1 ～ 3 日程度 )
4：よく利用する ( 週に 3 ～ 4 日程度 )
5：いつも利用する ( 毎日 )

北海道地区 FM センター
事務所
北海道札幌市中央区南 20 条西 9 丁目
木造 ( 在来軸組木造 )
地上 2 階
8.85m
1897.41 ㎡
856.46 ㎡
2021 年 4 月 -2021 年 11 月
竹中工務店
竹中工務店
BELS 認証　★ 5(ZEB Reaady)
CASBEE ｽﾏｰﾄｳｪﾙﾈｽｵﾌｨｽ 認証　S ランク
CASBEE 札幌 ( 自己評価 )　S ランク

建物名称　：
主要用途　：
所在地　　：
構造　　　：
階数　　　：
最高高さ　：
敷地面積　：
延床面積　：
工事期間　：
建築主　　：
設計施工　：
環境認証　：

建物概要
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共創スペース 執務スペース 共創スペース

冬期 夏期

ハイサイドライト

床吸込口(OA下ペットボトル蓄熱)

スポットライトA

冷暖房ラジエーター

スポットライトB

表面温度33.1℃

PC平板(ピット内砕石充填) ECMコンクリート®

CLTスラブ

表面温度14.1℃

ダブルティンバー®

ライン照明

微気流吹出口
スポット吹出口
(大人数の会議時 
のみ使用)

執務スペース
ライン照明

共創スペース
スポットライト B

正面図120 120 120

240

120 120 120

側面図共創スペーススポットライト詳細図2

240

縮 尺 A4 1:100

オフィス(天井なし)詳細図

240

120 120 120

オフィス(天井あり)詳細図
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20

24
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共創スペーススポットライト詳細図1 側面図

正面図120 120 120

240

120 120 120

側面図共創スペーススポットライト詳細図2

240

縮 尺 A4 1:100

オフィス(天井なし)詳細図

240

120 120 120

オフィス(天井あり)詳細図
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240
20

24
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共創スペーススポットライト詳細図1 側面図

共創スペース
スポットライト A

2022 年 8 月 26 日　15：00

外部：気温 25.7℃
湿度 63%　晴れ
空調モード：
ラジエーター + 自然換気
( 窓開け )

外部：気温 -5.1℃
湿度 89%　雪
空調モード：
ラジエーターのみ

正面図120 120 120

240

120 120 120

側面図共創スペーススポットライト詳細図2

240

縮 尺 A4 1:100

オフィス(天井なし)詳細図

240
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オフィス(天井あり)詳細図
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共創スペーススポットライト詳細図1 側面図

共創スペースの利用頻度が高い執務者ほど、ワークエンゲージメントが高い傾向
が見られた。

均質な温熱環境としている執務スペースに比べ、変化の大きい共創スペースの方が「快適」
「不快ではない」と回答するときの室温範囲が緩和側に広がった。

■快適度申告と室温の関係■共創スペースの利用頻度とワークエンゲージメントの関係

温水コイル

室内機

還元井戸揚水井戸 中水槽熱源水槽

▼�F

▼�F

冷暖房
ラジエーター

地下水熱源利用
パッケージ

地下水熱源
HPチラー

執務スペース

共創スペース

井戸P

中水P
WC洗浄水
に利用

（中間期）

熱源P

：自然換気開口
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共創スペース

UDI：在室時間に昼光のみで閾値照度 (100lx 以上 2000lx 以下 ) を満たす時間割合

共創スペース ( 自然換気あり )共創スペース ( 自然換気なし )

執務スペース ( 夕方 )執務スペース ( 昼 )
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共創スペース
冷暖房ラジエーター

執務スペース
微気流吹出口

執務スペース
床吸込口

執務スペース
OA下ペットボトル蓄熱(BCP飲料水兼用)

微空調で成立する中間領域

上部吹抜
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1. エントランス ･ ホール　2. 共創スペース　3. カフェ ･ キッチン　4. 倉庫　
5. テラス　6.WC　7. 執務スペース　8. 会議室　9. ミーティングテラス

2F 平面図1F 配置平面図

表面風圧係数と自然換気口

方位別年間積算日射量

ヒートマップによる検討例

ダイアグラム敷地周辺図

南面 西面

SITE

自然環境が浸透する
ファサード

二重柱梁による
ダブルティンバー構造

温熱入れ子構成による
執務空間

潜在植生を主体とした
ランドスケープ

中空
ポリカーボネート

温熱入れ子構成により、外皮性能の向上、エネルギー
の削減が確認された。設計者によるモニタリングを継
続しており、運用 1 年目で ZEB Ready を達成した。

ピットのコンクリートにおいては、従来品と比べ 60％
以上も CO2 排出量を抑える ECM コンクリート ® を採
用した。躯体におけるエンボディドカーボンは、同規
模 S 造の建物と比較し、52% の CO2 排出量を削減。

執務スペースと共創スペースで、異なる温熱環境の形成が確認できた。
（※発生頻度が最も多い室温・MRT ポイントを最大バブルとし、その他は最大からの相対量の面積としている。）

寒冷地でありながら大きな開口部と吹抜を有しているが、中間領域として良好な温熱環境
を形成しており、執務者の満足度も高かった。

木の構造体は割付を検討し、材料の端材を最小化している。2 階床スラブの CLT 端材は階段に流用、壁や天井に
使用した針葉樹合板の端材は打放型枠に転用し、廃棄物のリサイクル・ダウンサイクルを試みている。また家具
製作においては、市場から弾かれた木の不良品を職人技術やデジタルファブリケーションの力で付加価値を付け、
アップサイクルデザインを行っている。これら木の建築部材や木製家具において、サーキュラーエコノミーを意
識したデザインとした。

北海道では多くの人工林が伐採期を迎えているが、道産カラマツ製材の建材利用が 2％に留まるなど、利活用が進んでいない。
また道内では戸建住宅用小中断面集成材の生産・加工体制はあるが、大スパン建物に必要な大断面集成材の体制は極めて限定的
である。そのため非住宅木造の計画では、道内の木材を一度道外で製材・加工し、再び道内の建設現場に運び込む状況も見られる。
この課題に対し、戸建住宅用の一般流通材を非住宅建築分野に適用拡大させた木架構システム「ダブルティンバー ®」を開発した。

一般に非住宅木造の場合、ストレス削減やリラックス効果を期待して、木を現しとするケースが多いが、その際天井面に設置す
る設備の意匠的な配慮やダクト等の貫通が大きな課題となる。本建物ではダブルティンバー ® による二重部材の間のスペースを
有効利用することで、設備の存在感を少なくし、木梁や木天井をより強く感じられるように配慮した。

建物構成を入れ子にすることで、北海道の過酷な自然から執務スペースを守るように配置した。執務スペースと
外部との間に生まれた中間領域は、縁側のように熱や光の緩衝帯としての役割を担う共創スペースとしている。
温熱入れ子構成により生じた 2 つの空間を執務者は仕事の内容や気分に応じて選択することができる。　環境の
選択権を与えられた執務者は自己効力感の向上により、無意識に環境満足度が増す。

従来の熱的快適域 ( 夏 26℃、冬 22℃ ) は、不特定多数を平均的に満足させるものであり、半屋外となる共創スペー
スにこれを適用させることは増エネルギーに繋がる可能性がある。ここでは、ABW(Activity Besed Working) に
よって自己効力感が増すことによる快適域の拡張を狙い、SET*15~31℃とした。ヒートマップによる予測を行い、
適切にパッシブ技術を取り入れることで空調を必要とする時間割合は 30~40％となった。

暖房負荷の方が大きい亜寒帯気候の特性から、日射熱取得が期待できる南・西面の外装に中空ポリカーボネート
を採用した。ダンボールのように空気層を持つことで断熱性能を強化しており、熱貫流率は 1.21W/ ㎡・K である。
1 階の床材には PC 平板とし、ピット内には砕石を充填することで、中空ポリカーボネートからの日射熱を蓄熱し、
室内温熱環境の安定化を図っている。

中空ポリカーボネートは拡散透過率 40％であり、積極的な自然採光を計画している。執務スペースは周囲を透明
なアクリルで囲うことに加え、北東側にハイサイドライトを設けることで、昼光利用を可能としている。年間昼
光利用評価 UDI の予測だと、過剰な昼光発生がほとんどなく、安定した昼光利用が確認できた。照明設備は時々刻々
と変化する自然採光と調和するようにサーカディアンリズム制御を導入し、健康性に配慮している。

各風向における表面風圧係数の予測を行い、自然換気が有効と予測される期間における卓越風での表面風圧係数
と建築平面計画上の与条件を考慮し、自然換気口の設定を行った。自然換気の効果把握として、換気回路網によ
る年間シミュレーションを行い、空調が必要となる時間が大幅に削減されていることを確認している。

札幌の豊富な地下水による熱源・空調システムを構築した。共創スペースは、建物内でも自然を感じられるよう
に不均一を許容し、利用者と放射による熱の授受ができる冷暖房ラジエーターを採用。中間期は地下水熱を直接
利用するフリークーリングにより、大幅に空調エネルギーを削減している。執務スペースは個別応答性に配慮し、
地下水利用の対流空調とした。換気効率を上げるために天井吹出 + 床吸込方式としている。

北海道札幌市の藻岩山の裾野と豊平川の扇状地である山鼻地区に位置する小規模オフィスである。亜寒帯気候に属する北海道で
は、厳しい冬の寒さから閉鎖的な建物とすることが多く、内部と外部が分断されるため、内外の連続が失われていると言える。
また北海道の人工林は約 50 年経過しており、伐採・植樹による森林循環を促す必要があるが、道産木材の建築使用は非常に少
ない。この建築では、北海道の現代風土から生まれたこれらの課題を建築を通じて解決することを目指している。

室温19.6℃
湿度25％
SET*22.9℃

室温24.2℃
湿度55％
SET*28.0℃
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■エネルギー実績

2022 年 8 月 26 日　15：00

外観 (夕景 / 冬 )：室内の明かりが雪洞 (ぼんぼり )のように滲み出し、住宅街に相応しい落ち着きのある表情となる

共創スペース：ダブルティンバー ®を現しとした温かみのある中間領域

執務スペース：中間領域で包み込むことで均質な空間をローエネルギーで実現している

外観 (昼景 / 夏 )：藻岩山の基調樹種と豊平川の河川植生を主体としたランドスケープ

評価表環境・設備計画の効果│エネルギー実績・エンボディドカーボン試算

環境・設備計画とその効果│環境評価・アンケート評価木造木質化とサーキュラーエコノミーダブルティンバー®によるローカルファブリケーション

温熱入れ子構成による微気候空間
熱的快適域の再考│ABWによる快適域の拡張亜寒帯気候における自然との共生

熱│日射熱を取り込む高断熱の半透明ファサード

光│太陽の光で満ち溢れるオフィス空間

風│亜寒帯の冷涼な空気の取り入れ 水│豊富な地下水による設備システム

地域脱炭素を目指した亜寒帯気候の現代バナキュラー

北 海 道 地 区 F M セ ン タ ー
H o k k a i d o 　 A r e a  F a c i l i t y  M a n a g e m e n t  C e n t e r

Hokkaido Area Facility Management Center is a small two-story wooden office. The plan arranges the necessary rooms 
in boxes as Ireko nested composition. The structure of a wooden frame called the double timber developed this time. The 
exterior is encased in polycarbonate that permeates the natural environment of light and heat.


